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1. 要旨 
このテンプレートはソフトウェアシンポジウム用に作成さ

れました．テンプレートに不備がある可能性もあるので，

その際はなるべくこの書式に合う形で記述して下さい． 

2. はじめに 
この Word テンプレートはソフトウェアシンポジウム用

に作られたものです． 
冒頭の表題部分は，1 列の表になっていて，日本語

の表題・著者・アブストラクト，英語の表題・著者・アブス

トラクトを書くための 6 行があります．表題・著者・アブス

トラクトにはそれぞれ同名の Word スタイルが用意され

ています(日本語・英語共通)． 

3. 文書体裁ついて 
3.1. テキストのレイアウトについて 

本文は二段組み，標準スタイル(9pt，行間隔は 13pt．
MSP 明朝+Times Roman)になっています．各段落は段

落頭にインデントがつきます．  
3.2. 句読点について 

句読点には全角の｢，｣，｢．｣を用います。 
3.3. 参考文献について 

参考文献記載用に｢参考文献｣スタイルが定義され

ています．TeX のようにクロスリファレンスで自動的に番

号を付けるには，ブックマークと相互参照を使う方法が

あります．古い Word では相互参照は、クロスリファレン

スになります。 
下の例では，参考文献の Design Patterns のパラグラ

フの最後に “DesignPattern”というブックマークを定義

しています．これに対して相互参照で，｢参照する項

目｣に[ブックマーク]，｢相互参照の文字列｣に[段落番

号]を選び，参照先のブックマークを指定して[挿入]しま

す．これを実際に行ったのが次の文です: デザインパ

ターンの文献は[1]です．古い Word では数字を[]で囲

む必要があります。参考文献を増減してもすぐには番

号が変わりませんが，挿入した相互参照上で F9（また

は Alt-Shift-U）を押すと更新されます． 
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